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〔研究ノート〕 

北海道大学ピア・サポートの設立と展開経緯の整理と今後の課題 

～ネットワーク構築支援型ピア・サポートに向けて～ 

 

北海道大学大学院 国際広報メディア・観光学院 

観光創造専攻 博士後期課程 

岡本健 

 

【要旨】 

 近年、ピア・サポートが小学校・中学校・高

校・大学などの教育機関、医療の分野、就職支

援の分野など、様々な現場に導入されている。

ピア・サポートとは、「仲間による支援・援助

活動」である(早坂 2010)。早坂(2010)によると、

セルフヘルプグループとは、非専門家による対

人的援助という意味では類似するところもあ

るが、「ピア・サポーターとして訓練を受けた

者が自覚をもって仲間を支援・援助する」とい

う点で異なっている。 

 日本の大学では、以下のように導入された。

2000 年に文部省高等教育局による「大学にお

ける学生生活の充実方策について」という報告

書が出され、その中で、学生支援に学生自身を

活用することや、サークル、ボランティア等の

自主的活動の支援充実などが提唱され、同年に

広島大学でピア・サポート活動が開始された。

それ以降、名古屋大学、金沢大学、岩手大学、

東北大学、名古屋工業大学、九州大学、三重大

学、日本福祉大学などで実施されて来ている

（早坂 2010, 日吉・岡本 2010）。 

 早坂(2010)は、学校でのピア・サポーターの

役割の分類として以下の 5 点を挙げている。1

点目は「先輩や友人」の役割、2 点目は「相談

相手」の役割、3 点目は「調停者」の役割、4

点目は「教育者」の役割、5 点目は「学習支援

者」の役割である。大学生活にあっては、様々

な悩みを抱えることが多く、制度的ではなくと

も、これらの役割を担うアクターは必要となる

だろう。しかし、学生のライフスタイルの変化

やコミュニケーションのあり方の変化などか

ら、ピア・サポート機能が自然発生しにくい状

況、あるいは、そうした機能の恩恵を受けにく

い状況が出て来始めている。 

 こうしたことを背景として、北海道大学では、

2009 年 5 月から数回にわたり、ピア・サポー

ト設立準備委員会が開かれ、インテーカーの役

割を担うことが決定した。その後、2009 年 11

月からピア・サポート室が開室し、学部生・大

学院生あわせて 11人で活動が行われている（岡

本 2010）。 

本稿では、北海道大学のピア・サポートの設

立と展開を整理するとともに、活動の中で得ら

れたデータから、今後の課題を抽出する。 
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